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キ
ー
ワ
ー
ド
：
主
語
　
述
語
　
ハ
　
ガ
　
物
語
り
文
　
品
定
め
文

一
　
は
じ
め
に

二
　
述
体
の
原
理

三
　
動
詞
文

四
　
形
容
詞
文

五
　
お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

　
述
体
の
文
の
一
般
的
形
式
と
具
体
的
な
姿
を
求
め
て
、
例
え
ば
、

　
　
　［
主
語
］
―
［
述
語
］

　
　
　（
体
言
）　
　（
用
言
）

　
　
　
犬
（
　
）、
騒
ぐ
。
／
騒
い
で
い
る
。

　
　
　
犬
（
　
）、
騒
が
し
い
。

と
す
る
と
き
、
文
が
担
う
意
味
の
質
的
な
も
の
に
焦
点
を
置
く
な
ら
ば
、
主
語
、

述
語
が
そ
れ
と
し
て
在
る
在
り
方
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
述
語
で
あ
る
も

の
に
関
し
て
は
、
動
詞
で
あ
る
か
、
形
容
詞
で
あ
る
か
、
或
い
は
こ
れ
ら
に
限

る
の
か
限
ら
な
い
の
か
。
ま
た
同
時
に
、
主
語
に
関
し
て
は
、
承
接
す
る
助
詞

は
何
か
、
助
詞
ハ
か
、
助
詞
ガ
か
、
そ
の
他
の
場
合
が
あ
る
の
か
無
い
の
か
等
。

文
を
組
立
て
る
際
の
種
々
の
要
素
が
、
文
の
意
味
の
質
に
如
何
様
に
関
係
し
て

い
る
の
か
。
文
論
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
述
体
文
の
意
味
と
構
文
の
関
係
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
述
体
の

文
を
類
と
す
る
下
位
の
種
を
分
類
す
る
こ
と
で
あ
る
。
佐
久
間
鼎
（
佐
久
間
一

九
四
一
）
に
分
類
が
あ
る
。「
物
語
り
文
」「
品
定
め
文
」
で
あ
る
。
但
し
表
記

は
三
上
章
に
従
う
。
用
語
の
異
な
り
は
あ
る
も
の
の
、
同
様
の
議
論
は
重
な
っ

て
あ
る
（
注
１
）。

　
先
行
す
る
研
究
成
果
を
以
て
、
母
語
と
し
て
有
す
る
文
法
意
識
に
照
ら
せ
ば
、

述
体
文
の
下
位
分
類
の
典
型
的
な
も
の
と
し
て
、
分
類
名
称
、
主
語
の
助
詞
、

述
語
の
品
詞
の
間
に
、

 

分
類
（
意
味
） 

分
類
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形
式
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助
詞
 

述
語
の
品
詞

 

物
語
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現
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詞

 

 

 

 

（
名
詞
＋
ダ
）

と
い
う
対
応
関
係
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　
な
お
、
形
容
詞
と
い
う
品
詞
を
述
語
と
す
る
文
を
「
名
詞
文
」
と
称
す
る
こ

と
は
、
日
本
語
を
研
究
す
る
と
こ
ろ
に
於
い
て
は
奇
異
の
観
を
抱
く
も
の
で
あ

述
体
に
於
け
る
動
詞
文
と
形
容
詞
文

石

神

照

雄
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る
が
、
こ
れ
は
言
語
学
的
成
果
の
摂
取
に
よ
る
研
究
史
上
の
命
名
で
あ
る
。
形

容
詞
を
述
語
と
す
る
こ
と
を
以
て
「
形
容
詞
文
」
の
名
称
を
用
い
、
文
の
根
拠

を
原
理
的
に
追
究
す
る
も
の
に
、
川
端
善
明
の
研
究
が
あ
る
。
川
端
は
、
自
ら

の
形
容
詞
文
に
名
詞
述
語
文
を
摂
取
す
る
（
川
端
一
九
五
八
、
同
一
九
六
六
、

二
〇
〇
四
）。

　
と
こ
ろ
で
、
主
語
に
承
接
す
る
助
詞
と
、
述
語
を
成
す
品
詞
と
の
関
係
を
詳

細
に
分
析
す
る
と
き
、
典
型
と
し
て
あ
る
も
の
以
外
に
も
、
助
詞
の
交
換
で
文

意
味
の
把
握
が
可
能
な
も
の
が
あ
る
。
述
語
の
品
詞
と
助
詞
と
の
組
立
は
固
定

的
な
も
の
で
は
な
い
。
主
語
承
接
の
助
詞
が
文
意
味
の
質
的
な
も
の
に
大
き
く

関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
動
詞
述
語
文
は
常
に
物
語
文
（
現
象
文
）
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
し
、
形

容
詞
述
語
文
は
常
に
品
定
め
文
（
判
断
文
）
と
し
て
あ
る
の
で
も
な
い
。
殊
に
、

三
上
の
言
う
準
詞
に
よ
る
品
定
め
文
（
判
断
文
）、
即
ち
二
体
言
が
主
語
と
述

語
の
形
式
を
呈
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
問
題
で
あ
る
。

　
抑
、
準
詞
文
の
述
語
は
体
言
で
あ
る
。
一
般
に
、
述
語
を
構
成
す
る
と
い
う

こ
と
で
用
言
に
相
当
す
る
、
と
処
理
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
妥
当
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
名
詞
述
語
文
、
即
ち
二
体
言
文
は
、
主
語
と
述
語
の
位
地
の
転

換
、
或
い
は
そ
れ
に
伴
う
助
詞
の
交
換
と
い
う
構
文
構
成
上
の
多
様
な
姿
を
惹

起
す
る
も
の
で
あ
り
、
述
体
文
研
究
の
新
た
な
展
開
へ
と
誘
導
す
る
も
の
で
あ

る
（
石
神
二
〇
〇
七
ａ
、
同
二
〇
〇
七
ｂ
、
同
二
〇
〇
八
、
同
二
〇
〇
九
）。

　
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
物
語
り
文
と
品
定
め
文
と
い
う
述
体
の
分
類
に
関
し

て
検
討
し
た
（
石
神
二
〇
一
〇
ａ
）。
ま
た
、
述
体
の
種
類
と
助
詞
の
関
係
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
（
石
神
二
〇
一
一
）。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
、
述
語
の
品
詞
の
違
い
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
述
体
の
下

位
分
類
、
動
詞
文
、
形
容
詞
文
、
殊
に
物
語
り
文
（
現
象
文
）
的
で
あ
る
こ
と
、

品
定
め
文
（
判
断
文
）
的
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
追
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
述
体
の
原
理

　
世
に
山
田
文
法
と
称
す
る
山
田
孝
雄
博
士
の
文
法
論
（
山
田
一
九
〇
八
、
同

一
九
二
二
、
同
一
九
三
六
）
は
、
事
態
を
認
識
す
る
に
際
し
て
判
断
の
構
造
を

根
拠
に
、
語
と
文
の
関
係
を
論
ず
る
。
日
本
語
の
文
に
つ
い
て
原
理
的
な
類
別

規
定
を
施
し
、
感
情
の
発
表
形
式
の
喚
体
、
理
性
の
発
表
形
式
の
述
体
、
と
い

う
二
つ
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
と
き
、
述
体
を
成
す
日
本
語
文
は
、
部
分
を
担

う
二
つ
の
語
類
（
体
言
、
用
言
）
が
、
主
語
、
述
語
と
し
て
相
関
す
る
こ
と
で
、

全
体
と
し
て
文
の
形
式
を
成
す
。
文
法
を
論
ず
る
に
当
た
っ
て
、
時
に
、
日
本

語
の
文
に
は
述
語
は
あ
る
が
主
語
は
な
い
等
の
、
主
語
を
蔑
ろ
に
す
る
言
説
が

聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
田
文
法
の
述
体
の
論
理
に
従
う

な
ら
ば
、
主
語
は
述
語
と
共
に
述
体
文
の
形
式
と
し
て
必
須
で
あ
る
（
石
神
二

〇
一
〇
ｂ
）。

　
山
田
文
法
は
、
語
の
類
別
即
ち
品
詞
分
類
を
、
判
断
に
際
し
て
事
態
分
析
の

部
分
を
担
う
も
の
と
い
う
観
点
で
追
究
す
る
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
判
断
構
造

の
言
語
的
実
現
を
、
語
の
運
用
に
よ
る
位
格
関
係
の
構
成
を
以
て
追
究
す
る
。

体
言
と
い
う
語
類
の
意
味
（
実
体
）、
並
び
に
用
言
と
い
う
語
類
が
有
す
る
、

実
質
的
意
味
（
属
性
）
と
形
式
的
意
味
（
繋
辞
）
即
ち
陳
述
、
と
い
う
三
者
を

以
て
、
述
体
文
に
於
け
る
主
格
―
賓
格
の
相
関
と
述
格
の
関
与
と
い
う
位
格
関

係
を
規
定
す
る
。
山
田
文
法
は
、
語
論
と
文
論
を
連
関
的
に
説
く
も
の
で
あ
り
、

そ
の
中
核
は
言
語
主
体
の
精
神
の
統
一
作
用
（
繋
辞
）
を
担
う
用
言
の
陳
述
で

あ
る
。

　
文
に
関
す
る
研
究
は
、
時
枝
文
法
（
時
枝
一
九
四
一
、
同
一
九
五
〇
）
を
介

し
て
陳
述
の
在
処
が
焦
点
と
さ
れ
、
日
本
語
の
文
法
研
究
史
に
「
陳
述
論
争
」

と
し
て
展
開
さ
れ
た
（
大
久
保
一
九
六
八
）。
該
議
論
は
、
陳
述
を
構
文
機
能
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と
し
て
抽
出
す
る
こ
と
へ
収
斂
し
、
構
文
論
は
機
能
的
な
観
点
か
ら
文
を
規
定

す
る
方
向
へ
展
開
さ
れ
構
文
成
分
の
詳
細
が
追
究
さ
れ
た
（
渡
辺
一
九
七
〇
、

北
原
一
九
八
一
）。
そ
の
後
の
命
題
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
よ
る
文
把
握
は
、
機
能

的
な
構
文
論
に
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
（
仁
田
一
九
九
一
）。
そ
の
結
果
、
文

の
本
質
追
究
に
於
い
て
、
内
容
に
対
す
る
形
式
の
観
点
か
ら
主
語
を
必
須
と
す

る
議
論
は
失
わ
れ
が
ち
と
な
り
、
主
語
と
は
必
要
に
応
じ
て
構
文
上
に
登
場
す

る
構
文
成
分
の
一
つ
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
注
２
）。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
の
文
法
研
究
を
顧
み
る
と
き
、
日
本
語
の
構
文

論
は
山
田
文
法
の
述
体
の
論
理
が
陰
に
陽
に
背
景
根
拠
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
事
実
に
立
つ
な
ら
ば
、
次
の
こ
と
は
述
体
の
原
理
と
し
て
容

認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
即
ち
、
述
体
文
は
、
体
言
が
主
語
と
し
て
地
位
を
占
め
、
用
言
が
述
語
と
し

て
照
応
す
る
、
と
い
う
主
語
―
述
語
相
関
の
形
式
を
有
す
る
。
こ
の
と
き
、
文

に
あ
る
陳
述
と
は
、
主
語
が
述
語
と
結
ぶ
関
係
性
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

実
体
と
属
性
を
以
て
象
ら
れ
る
事
態
（
判
断
の
対
象
面
）
と
、
言
語
主
体
の
精

神
の
統
一
作
用
（
判
断
の
作
用
面
）
と
が
、
一
体
と
し
て
述
体
文
の
形
式
に
担

わ
れ
て
い
る
。
述
体
文
と
は
、
事
態
が
存
在
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
と
い
う
認

識
を
、
構
文
形
式
（
主
語
―
述
語
）
に
託
す
も
の
で
あ
る
。

三
　
動
詞
文

　
述
体
文
の
述
語
を
担
う
用
言
は
、
品
詞
と
し
て
の
異
な
り
が
各
々
の
典
型
の

文
に
組
立
の
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

 

犬
が
騒
い
だ
。 ：
動
詞
文
：
物
語
り
文

 

―
ガ
―
動
詞
―
タ
形

≒

（
ア
ノ
場
デ
＝
ア
ノ
時
、
ア
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
）
ア
ノ
―
犬
が
、
ア

ノ
様
ニ
―
騒
い
だ
。

 

犬
が
騒
い
で
い
る
。 ：
動
詞
文
：
物
語
り
文

 

―
ガ
―
動
詞
―
テ
イ
ル
形

≒

（
眼
前
デ
＝
イ
マ
ノ
時
、
コ
コ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
）
コ
ノ
―
犬
が
、

コ
ノ
様
ニ
―
騒
い
で
い
る
。

 

犬
は
騒
が
し
い
。 
：
形
容
詞
文
：
品
定
め
文

 

―
ハ
―
形
容
詞
―
終
止
形

≒

（
常
ニ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
モ
関
セ
ズ
）
犬
―
ナ
ル
モ
ノ

は
、
騒
が
し
い
―
モ
ノ
―
デ
ア
ル
。

≒

（
常
ニ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
モ
）
ア
ラ
ユ
ル
―
犬

は
、
騒
が
し
い
。

　
動
詞
は
運
動
性
の
属
性
表
現
と
し
て
事
態
の
動
的
展
開
を
表
し
、
形
容
詞
は

静
止
的
な
属
性
表
現
と
し
て
事
態
の
性
状
規
定
を
表
す
。
動
詞
述
語
文
は
、
主

語
に
ガ
格
助
詞
を
承
接
し
物
語
り
文
を
な
す
。
形
容
詞
述
語
文
は
、
主
語
に
ハ

係
助
詞
を
承
接
す
る
こ
と
で
品
定
め
文
を
な
す
。
こ
れ
が
典
型
と
し
て
の
動
詞

文
、
形
容
詞
文
の
姿
で
あ
る
。

　
右
の
、
意
味
の
分
析
に
示
し
た
よ
う
に
、
動
詞
文
は
「
時
所
的
限
定
」
を
具

有
す
る
。
こ
れ
は
、
物
語
り
文
の
特
徴
と
し
て
佐
久
間
が
指
摘
す
る
も
の
で
あ

る
（
佐
久
間
一
九
四
一
）。
謂
わ
ば
、
当
該
の
事
態
に
、
そ
れ
が
発
生
展
開
す

る
舞
台
が
あ
る
、
と
明
記
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
の
文
を
物
語
る

話
者
が
存
在
す
る
場
、
当
の
事
態
が
存
在
す
る
場
、
と
い
う
両
者
の
位
置
関
係
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が
話
者
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
第
一
文
、
第
二
文
は
、
物
語
り
文
の
内
容
を

持
っ
た
動
詞
文
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
、
第
一
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
第
一
文
の
文
末
タ
形
は
、
話
者
と
当
該
事
態
の
位
置
関
係
の
指
標
で
あ
る
。

 

昔
々
、
或
る
所
に
、〈
登
場
人
物
〉
が
、
あ
り
ま
し
た
。

と
い
う
物
語
の
冒
頭
表
現
を
以
て
す
れ
ば
、
物
語
り
文
と
い
う
名
付
け
の
理
由

が
推
察
で
き
る
。
時
所
的
限
定
と
文
末
タ
形
は
、
一
体
で
あ
り
、
相
関
関
係
に

あ
る
も
の
で
あ
る
。
舞
台
の
上
で
具
体
的
な
事
態
が
展
開
す
る
、
そ
れ
を
視
聴

者
が
鑑
賞
す
る
、
と
い
う
演
劇
的
関
係
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
文
が
物
語
り
文

で
あ
る
。
時
所
的
限
定
の
形
式
、
並
び
に
文
末
タ
の
形
式
は
、
物
語
り
文
が
物

語
り
文
と
し
て
あ
る
た
め
の
表
現
装
置
で
あ
る
。

　
物
語
り
文
に
盛
込
ま
れ
る
事
態
は
、
個
別
具
体
の
こ
と
と
し
て
あ
る
。
当
該

の
事
態
は
、
話
者
に
と
っ
て
己
自
ら
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
関
係
に
あ
る
現

実
で
あ
る
。
指
示
の
関
係
の
有
り
様
は
、
右
の
意
味
分
析
か
ら
も
知
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
当
の
物
語
り
文
の
話
者
は
、
舞
台
上
の
ア
の
事
態
を
分
析
す
る
こ

と
で
、
ア
の
実
体
と
ア
の
属
性
を
抽
出
し
て
、
そ
こ
に
あ
る
関
係
を
以
て
組
立

て
統
一
す
る
。
組
立
統
一
の
根
拠
は
舞
台
上
の
事
態
と
い
う
現
実
で
あ
る
。
こ

の
現
実
的
な
関
係
が
あ
る
と
こ
ろ
に
ガ
格
助
詞
が
用
い
ら
れ
る
。

　
ガ
格
助
詞
は
現
実
性
の
判
断
を
表
す
。
一
つ
の
事
態
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の

と
し
て
、
物
語
り
文
の
、
当
の
実
体
と
当
の
属
性
の
間
に
は
現
実
的
な
関
係
が

あ
る
。
物
語
り
文
に
は
そ
の
関
係
を
承
認
す
る
判
断
が
あ
る
。
当
の
事
態
が
存

在
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
と
い
う
判
断
で
あ
る
。
主
語
と
述
語
を
結
ぶ
所
に
位

置
す
る
ガ
格
助
詞
は
そ
の
判
断
の
指
標
と
し
て
あ
る
。

　
森
重
敏
が
説
く
、
助
詞
ガ
が
現
実
性
の
判
断
に
用
い
ら
れ
る
、
と
は
右
の
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
森
重
一
九
七
一
）。

　
次
に
、
第
二
文
に
移
る
。

　
第
二
文
の
「
動
詞
―
テ
イ
ル
形
」
は
、
話
者
が
現
場
に
あ
っ
て
、
事
態
の
状

態
進
行
を
抽
出
し
て
い
る
、
と
い
う
意
味
が
著
し
い
。
こ
れ
は
、
テ
イ
ル
の
終

止
形
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
第
二
文
の
特
徴
を
、
述
語
を
次
の
よ
う
に
変
換
し
た
第
一
文
と
比

較
し
検
討
す
る
。

　
い
ま
「
動
詞
―
タ
形
」
述
語
の
第
一
文
か
ら
「
動
詞
―
終
止
形
」
述
語
の
文

を
構
成
す
れ
ば
、
こ
の
文
は
第
二
文
と
同
様
に
「
眼
前
デ
＝
イ
マ
ノ
時
、
コ
コ

ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
」
と
い
う
時
所
的
限
定
を
得
る
。「
動
詞
―
終
止
形
」
述
語

へ
変
換
し
た
第
一
文
と
、「
動
詞
―
テ
イ
ル
形
」
述
語
の
第
二
文
、

 

犬
が
騒
ぐ
。

 

犬
が
騒
い
で
い
る
。

こ
の
両
者
は
、
話
者
と
の
関
係
に
於
い
て
、
眼
前
に
あ
る
事
態
の
把
握
と
い
う

点
で
は
同
じ
と
言
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
文
の
「
動
詞
―
テ
イ
ル
形
」
に
は
、
動
詞
が
担
う
属

性
の
「
時
」
性
に
、「
状
態
」「
進
行
」
と
な
る
も
の
が
「
テ
イ
ル
」
分
の
意
味

と
し
て
累
加
さ
れ
て
い
る
。
テ
イ
ル
の
要
素
は
、
話
者
が
現
場
に
あ
っ
て
事
態

を
経
過
的
に
観
察
す
る
と
い
う
意
味
を
導
く
。
そ
の
こ
と
が
、「
動
詞
―
終
止

形
」
述
語
の
変
換
第
一
文
と
、「
動
詞
―
テ
イ
ル
形
」
述
語
の
第
二
文
に
違
い

を
生
む
。
時
所
的
限
定
と
し
て
は
、
共
に
「
眼
前
デ
」「
コ
ノ
場
デ
」
を
想
定

で
き
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
の
様
子
を
伝
え
る
と
い
う
点
で
、
文
が
含
意
す
る

も
の
に
異
な
り
が
あ
る
。
両
者
は
直
感
直
叙
の
現
象
描
写
で
は
あ
る
が
、
第
二

文
の
テ
イ
ル
形
に
は
眼
前
の
有
り
様
を
中
継
的
に
伝
え
る
と
い
う
点
が
顕
著
で
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あ
る
。

　
再
び
、
第
一
文
に
戻
る
。

　
当
初
の
第
一
文
の
意
味
分
析
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
述
語
「
動
詞

―
タ
形
」
に
対
す
る
時
所
的
限
定
は
、
時
間
空
間
的
に
話
者
の
位
置
す
る
場
か

ら
離
れ
た
舞
台
上
の
、
ア
の
事
態
を
組
立
て
る
も
の
で
あ
る
。
謂
わ
ば
、
事
態

と
の
隔
離
性
が
量
的
大
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
、
眼
前
事
態
と
瞬

間
遭
遇
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
直
感
直
叙
の
現
象
描
写
文
、
と
見
な
す

こ
と
も
で
き
る
。
眼
前
の
出
来
事
の
出
来
の
面
々
を
、
次
々
と
捉
え
る
と
い
う

物
語
り
文
で
あ
る
。
例
え
ば
、

 
（
は
じ
め
、）
犬
が
走
っ
た
。

≒

コ
ノ
時
、
コ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
〈
登
場
人
物
＝
〉
犬
が
走
っ
た
。

 
（
次
の
瞬
間
に
、）
犬
が
転
ん
だ
。

≒

コ
ノ
時
、
コ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
〈
登
場
人
物
＝
〉
犬
が
転
ん
だ
。

 
（
そ
の
次
の
瞬
間
に
、）
犬
が
騒
い
だ
。

≒

コ
ノ
時
、
コ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
〈
登
場
人
物
＝
〉
犬
が
騒
い
だ
。

と
い
う
よ
う
に
、
当
初
の
第
一
文
が
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
〈
登
場

人
物
〉
と
い
う
意
味
分
析
を
加
え
た
の
は
、
こ
れ
を
一
連
の
出
来
事
と
す
る
た

め
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
時
の
文
末
形
式
と
時
所
的
限
定
の
設
定
と
の
関
係
か
ら
、
文
に
関

わ
る
時
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
文
の
組
立
を
支
え
る
構
造
と
し
て
、
当
初
の
第
一
文
の
意
味
分
析
で
も
、
再

把
握
の
文
の
意
味
分
析
で
も
、
文
末
の
タ
が
、
話
者
と
当
該
事
態
と
の
間
の
位

置
関
係
を
表
す
も
の
と
し
て
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
こ
の
指
標
「
タ
」
に

は
「
完
了
」「
確
認
」「
過
去
」「
回
想
」
等
、
種
々
の
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
位
置
関
係
の
実
質
を
、
事
態
が
内
包
す
る
「
時
」
性
を
対
象
の

何
れ
の
面
と
し
て
抽
出
す
る
か
、
或
い
は
そ
れ
を
抽
出
す
る
に
際
し
て
の
話
者

に
よ
る
作
用
の
如
何
な
る
こ
と
に
於
い
て
か
、
と
い
う
特
徴
付
け
の
違
い
に
導

か
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　
当
初
の
第
一
文
で
は
、「
ア
ノ
場
デ
」
性
を
内
包
す
る
時
所
的
限
定
を
表
現

装
置
と
し
て
登
場
さ
せ
た
。
文
末
の
タ
は
そ
の
こ
と
と
一
体
と
し
て
あ
る
。
一

方
、
再
把
握
の
第
一
文
で
は
、
眼
前
の
「
コ
ノ
場
デ
」
性
を
内
包
す
る
時
所
的

限
定
の
選
択
で
あ
り
、
そ
れ
と
一
体
と
し
て
の
文
末
タ
で
あ
る
。

 

犬
が
騒
い
だ
。

≒

ア
ノ
時
、
ア
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
、
ア
ノ
―
犬
が
、
ア
ノ
様
ニ
―
騒
い

だ
。

 
（
そ
の
次
の
瞬
間
に
、）
犬
が
騒
い
だ
。

≒

コ
ノ
時
、
コ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
〈
登
場
人
物
＝
〉
犬
が
騒
い
だ
。

　
仮
に
、
話
者
の
作
用
性
の
面
か
ら
、
前
者
を
回
想
と
す
れ
ば
、
後
者
に
は
確

認
の
意
味
が
導
か
れ
る
。
ま
た
、
対
象
的
な
面
か
ら
は
、
前
者
は
推
移
完
了
し

た
ア
の
事
態
、
過
去
に
あ
る
ア
の
事
態
と
い
う
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
で
把
握
で
き
る
コ
の
事
態
は
、
発
作
的
で
あ
り
、
現

在
に
あ
る
。

　
再
度
、
第
二
文
に
言
及
す
る
。

　
第
二
文
で
、
述
語
を
、
テ
イ
ル
の
終
止
形
か
ら
「
動
詞
―
テ
イ
ル
―
タ
形
」

へ
と
組
換
え
る
な
ら
ば
、
組
換
え
た
こ
と
に
よ
り
文
事
態
は
、
話
者
と
の
間
に
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「
ア
ノ
場
デ
」
と
い
う
位
置
関
係
を
築
く
と
言
え
よ
う
。

 

犬
が
騒
い
で
い
た
。

≒
ア
ノ
時
、
ア
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
、
ア
ノ
―
犬
が
、
ア
ノ
様
ニ
―
騒
い

で
い
た
。

但
し
、
こ
こ
で
の
タ
形
は
、
第
一
文
「
動
詞
―
タ
形
」
の
再
把
握
の
よ
う
に
、

出
来
の
面
を
取
り
上
げ
る
と
い
う
意
味
を
持
ち
難
い
。
テ
イ
ル
の
要
素
が
介
入

し
た
分
の
意
味
に
よ
っ
て
「
動
詞
―
タ
形
」
述
語
と
の
異
な
り
を
生
ん
で
い
る
。

再
把
握
の
第
一
文
で
用
い
た
「
次
の
瞬
間
に
」「
そ
の
次
の
瞬
間
に
」
等
の
要

素
を
組
込
ん
だ
時
所
的
限
定
は
、「
動
詞
―
テ
イ
ル
―
タ
形
」
述
語
と
親
和
的

で
は
な
い
。
親
和
的
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、「
状
態
」「
進
行
」
で
は
な
く
「
結

果
」
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
形
容
詞
文

　
前
掲
の
第
三
文
は
、
品
定
め
文
の
内
容
を
持
っ
た
形
容
詞
文
で
あ
る
。
再
び

こ
こ
に
掲
げ
る
。

 

犬
は
騒
が
し
い
。

≒

（
常
ニ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
モ
関
セ
ズ
）
犬
―
ナ
ル
モ
ノ

は
、
騒
が
し
い
―
モ
ノ
―
デ
ア
ル
。

≒

（
常
ニ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
モ
）
ア
ラ
ユ
ル
―
犬

は
、
騒
が
し
い
。

　
形
容
詞
は
、
述
語
と
し
て
性
状
規
定
を
行
う
。
形
容
詞
も
動
詞
も
共
に
属
性

表
現
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
属
性
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
際
に
「
時
」
性
の
組
込

み
方
が
違
う
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
、
用
言
の
下
位
分
類
と
し
て
動
詞
と
形

容
詞
の
本
質
規
定
を
行
っ
た
研
究
が
山
田
文
法
に
あ
る
（
注
３
）。

　
こ
れ
ま
で
、
例
文
に
用
い
た
用
言
は
、
動
詞
「
騒
ぐ
」
及
び
派
生
形
、
形
容

詞
「
騒
が
し
い
」
で
あ
る
。
先
の
第
三
節
で
、
第
一
文
と
第
二
文
を
検
討
す
る

こ
と
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
推
移
的
と
し
て
で
あ
れ
発
作
的
と
し
て
で

あ
れ
、
事
態
の
属
性
に
「
時
」
性
の
諸
相
が
組
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
物
語
り
文

の
表
現
が
実
現
し
た
。
そ
の
原
形
が
動
詞
「
騒
ぐ
」
で
あ
る
。

　
い
ま
、
仮
に
、
事
物
と
一
体
と
し
て
「
騒
」
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
未

分
化
で
原
形
的
な
属
性
が
有
る
と
す
る
。
事
物
と
し
て
の
実
体
は
「
犬
」
と
す

る
。
こ
こ
で
事
物
が
存
在
す
る
と
は
、
謂
わ
ば
騒
を
纏
っ
た
犬
が
一
体
と
し
て

存
在
す
る
、
即
ち
、
騒
の
犬
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
存
在
と
は
、
存

在
の
体
を
為
す
も
の
が
存
在
す
る
、
つ
ま
り
有
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
物

が
存
在
す
る
と
は
、「
騒
の
犬
が
あ
る
。」
即
ち
「
存
在
体
ガ
ア
ル
。」
で
あ
る
。

騒
の
犬
は
、
そ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
に
於
い
て
、
一
体
と
し
て
ガ
ア
ル
と
い
う

時
の
枠
組
を
担
っ
て
い
る
。
存
在
は
時
の
枠
組
に
於
い
て
有
る
。

　
存
在
体
は
一
体
と
し
て
ガ
ア
ル
を
具
有
す
る
。
ガ
ア
ル
は
存
在
の
指
標
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
存
在
体
と
称
し
た
も
の
は
、
事
態
と
い
う
在
り
方
で
我
々
の
前

に
立
ち
現
れ
る
。
事
態
の
存
在
を
承
認
す
る
と
い
う
判
断
に
於
い
て
、
我
々
は

思
想
の
方
便
と
し
て
、
事
態
を
、
実
体
と
属
性
と
に
分
離
分
解
す
る
。
そ
の
際
、

存
在
の
時
の
枠
組
が
属
性
の
側
に
託
さ
れ
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
、
そ
れ
が
動

詞
で
あ
る
。
動
詞
「
騒
ぐ
」
は
、
原
形
的
な
属
性
「
騒
」
が
ガ
ア
ル
に
よ
っ
て

統
御
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
動
詞
は
、
表
現
す
る
属
性
の
中
に
「
時
」
性
を
含

む
。
と
す
れ
ば
、
動
詞
文
に
於
い
て
時
所
的
限
定
は
必
然
的
要
素
で
あ
る
。
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（「
騒
」
の
「
犬
」）「
ガ
ア
ル
」

≒

「
犬
」
―
「
ガ
ア
ル
」「
騒
」

≒

「
犬
」
―
「
騒
ぐ
」

≒
犬
が
、
騒
ぐ
。

　
こ
れ
に
対
し
、
時
を
超
え
た
こ
と
で
静
止
的
と
い
う
不
変
化
、
も
し
く
は
固

定
的
と
い
う
一
様
性
に
於
い
て
、
事
物
が
具
有
す
る
属
性
を
取
り
上
げ
る
の
が

形
容
詞
で
あ
る
。
形
容
詞
「
騒
が
し
い
」
は
、
原
形
の
属
性
「
騒
」
を
担
う
表

現
と
い
う
こ
と
で
は
、
動
詞
「
騒
ぐ
」
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
形

容
詞
は
、
動
詞
が
具
有
す
る
「
時
」
性
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
形
容
詞
を

以
て
す
る
事
態
分
析
に
於
い
て
、
ガ
ア
ル
が
属
性
の
側
に
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
と
す
れ
ば
、
形
容
詞
文
に
於
い
て
は
「
時
」
性
は
本
質
的
な
も
の
で
は
な

い
。
形
容
詞
文
の
時
所
的
限
定
は
解
除
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
形
容
詞
文
の
意

味
分
析
に
於
い
て
は
、
動
詞
文
の
組
立
て
に
合
わ
せ
て
時
所
的
限
定
の
要
素
を
、

常
ニ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
モ
関
セ
ズ

常
ニ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
モ

と
提
示
し
た
。
枠
組
を
超
え
て
い
る
こ
と
と
、
枠
組
を
総
て
満
た
し
て
い
る
こ

と
と
は
共
に
枠
組
自
体
の
存
在
を
否
定
し
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
右
は
、
形
容
詞
の
語
性
が
超
時
間
性
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。
で
は
、
形
容
詞
と
い
う
属
性
表
現
が
有
る
形
容
詞
文
と
い
う
述
体
の
構

成
で
は
、
存
在
の
指
標
で
あ
る
ガ
ア
ル
は
何
処
に
有
る
の
か
。
動
詞
文
と
は
違

い
、
仮
に
実
体
の
側
に
託
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
は
、
実
体
と
属
性
の
抽
出
を
行
い
事
態
の
存
在
承
認
を
す
る
形
容
詞
文

で
、
主
語
の
表
示
が
、
ガ
格
助
詞
で
は
な
く
、
ハ
係
助
詞
を
以
て
典
型
と
見
な

さ
れ
る
こ
と
と
関
連
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
形
容
詞
文
は
、
基
本
的

な
構
造
が
動
詞
文
と
同
類
に
在
る
の
で
は
な
く
、
別
の
原
理
に
在
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
動
詞
の
よ
う
に
属
性
の
側
に
ガ
ア
ル
が
組

込
ま
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
仮
に
ガ
ア
ル
は
実
体
の

側
に
組
込
ま
れ
る
、
と
す
る
こ
と
を
以
て
、
形
容
詞
と
い
う
品
詞
の
根
拠
と
す

る
。

 
（「
騒
」
の
「
犬
」）「
ガ
ア
ル
」

≒

「
ガ
ア
ル
」「
犬
」
―
「
騒
」

≒

「
犬
ガ
ア
ル
」
―
「
騒
が
し
い
」

≒

犬
（
ガ
ア
ル
）
は
、
騒
が
し
い
。

　
以
上
は
、
形
容
詞
に
「
時
」
性
が
組
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
形
容
詞
文
の

典
型
が
ハ
係
助
詞
文
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
両
者
の
関
連
性
と
い
う
課
題
へ
の
逢

着
を
意
味
す
る
。

　
抑
も
、
形
容
詞
に
よ
る
属
性
表
現
で
は
そ
れ
自
体
が
存
在
と
は
関
わ
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
述
体
の
文
は
、
事
態
の
存

在
を
承
認
す
る
と
い
う
判
断
を
、
主
語
と
述
語
の
相
関
と
い
う
構
文
形
式
で
表

す
も
の
で
あ
る
。
形
容
詞
文
の
構
造
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
得
る
こ

と
が
出
来
よ
う
。

　
即
ち
、
典
型
と
し
て
の
形
容
詞
文
に
於
い
て
は
、
主
語
体
言
は
ガ
ア
ル
を
具

有
す
る
。
こ
の
主
語
体
言
は
、
単
な
る
モ
ノ
で
は
な
く
、「
体
言
ガ
ア
ル
」
に

よ
っ
て
謂
わ
ば
コ
ト
と
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
あ
る
。
典
型
の
形
容
詞
文
の
主

語
の
体
言
は
、「
体
言
ハ
」
の
形
式
そ
れ
自
体
で
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す

る
地
位
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
が
、
典
型
と
し
て
の
動
詞
文
（
物

語
り
文
）
の
主
語
体
言
（
コ
ト
化
し
て
い
な
い
単
な
る
モ
ノ
）
と
の
違
い
で
あ
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り
、
形
容
詞
述
語
文
が
形
容
詞
文
ら
し
い
姿
に
あ
る
と
き
、
ガ
格
助
詞
で
は
な

く
、
ハ
係
助
詞
が
要
求
さ
れ
る
根
拠
と
し
て
有
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
同
時

に
、
形
容
詞
文
が
述
語
と
し
て
、
存
在
の
指
標
の
ガ
ア
ル
を
含
む
も
の
で
は
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
動
詞
文
と
同
様
に
、
存
在
を
承
認
す
る
述
体
と
し
て
あ
る

こ
と
の
根
拠
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
形
容
詞
と
い
う
語
の
特
徴
分
析
と
分
類
の
た
め
用

い
た
例
は
、（「
騒
」
の
「
犬
」）「
ガ
ア
ル
」、
即
ち
「
騒
の
犬
が
あ
る
。」
と
い

う
、
謂
わ
ば
具
体
と
な
る
存
在
関
係
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

第
三
文
と
し
て
掲
げ
た
典
型
の
形
容
詞
文
と
、
結
果
と
し
て
組
立
て
の
外
形
は

同
じ
で
あ
る
が
、
各
々
の
文
が
内
容
と
す
る
認
識
の
水
準
は
同
じ
で
は
な
い
。

 

犬
は
騒
が
し
い
。

≒

「
犬
ガ
ア
ル
」
―
「
騒
が
し
い
」

≒

犬
（
ガ
ア
ル
）
は
、
騒
が
し
い
。

 

犬
は
騒
が
し
い
。

≒

（
常
ニ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
モ
関
セ
ズ
）
犬
―
ナ
ル
モ
ノ

は
、
騒
が
し
い
―
モ
ノ
―
デ
ア
ル
。

≒

（
常
ニ
＝
何
レ
ノ
時
、
何
レ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
モ
）
ア
ラ
ユ
ル
―
犬

は
、
騒
が
し
い
。

後
者
の
第
三
の
文
の
も
の
は
、
犬
一
般
の
性
質
を
問
題
と
す
る
犬
の
論
理
で
あ

る
。
即
ち
観
念
性
の
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
品
詞
分
類
の
関
係
構
造
を

議
論
し
た
前
者
の
文
は
、
具
体
の
水
準
の
も
の
で
あ
る
。
現
実
性
の
判
断
で
あ

る
。
以
下
の
議
論
に
示
す
よ
う
に
、
前
者
は
個
別
の
対
象
の
形
容
詞
文
と
し
て

あ
る
。
そ
れ
が
、
ガ
格
助
詞
で
は
な
く
、
ハ
係
助
詞
で
形
容
詞
文
と
し
て
あ
る
。

こ
の
根
拠
を
問
う
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
、
森
重
は
、
ハ
が
観
念
性
の
判
断
ば
か
り
で
な
く
、
現
実
性
の
判
断
に

も
用
い
る
も
の
で
あ
る
と
の
指
摘
を
し
て
い
る
（
森
重
一
九
七
一
）。

　
と
こ
ろ
で
、
形
容
詞
を
述
語
と
す
る
文
で
あ
っ
て
も
、

 

犬
が
騒
が
し
か
っ
た
。 
：
形
容
詞
文
：
物
語
り
文

 

―
ガ
―
形
容
詞
―
ア
ル
―
タ
形

≒

（
ア
ノ
場
デ
＝
ア
ノ
時
、
ア
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
）
ア
ノ
―
犬
が
、
ア

ノ
様
ニ
―
騒
が
し
か
っ
た
。

と
い
う
よ
う
に
、
動
詞
文
と
同
様
に
物
語
り
文
（
現
象
文
）
を
組
立
て
る
。
こ

の
と
き
の
主
語
「
犬
」
が
担
っ
て
い
る
意
味
は
、
ポ
チ
と
か
シ
ロ
と
か
ク
ロ
と

か
固
有
名
詞
に
置
き
換
わ
る
モ
ノ
で
あ
る
。
形
容
詞
「
騒
が
し
い
」
は
「
ア
ル

―
タ
」
と
い
う
要
素
を
組
込
ん
で
臨
時
的
に
動
詞
述
語
へ
転
換
し
た
と
言
え
よ

う
。
臨
時
の
動
詞
文
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
ま
た
、

 

犬
が
騒
が
し
い
。：
形
容
詞
文
：
物
語
り
文

 

―
ガ
―
形
容
詞
―
終
止
形

≒

（
眼
前
デ
＝
イ
マ
ノ
時
、
コ
コ
ノ
所
、
ニ
於
イ
テ
）
コ
ノ
―
犬
が
、

コ
ノ
様
ニ
―
騒
が
し
い
。

と
い
う
形
容
詞
が
終
止
形
の
形
容
詞
文
で
、
こ
れ
が
物
語
り
文
と
し
て
成
立
す

る
こ
と
と
関
連
す
る
。

　
右
は
、
ア
ル
も
タ
も
な
い
形
容
詞
の
終
止
形
で
あ
る
が
、
典
型
を
離
れ
物
語

り
文
を
意
味
す
る
組
立
で
あ
る
。
主
語
「
犬
」
は
ガ
格
助
詞
が
承
接
す
る
個
別
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具
体
の
モ
ノ
で
あ
る
。
ま
た
前
文
と
の
対
照
か
ら
、
述
語
の
形
容
詞
「
騒
が
し

い
」
に
は
「
時
」
性
が
臨
時
的
に
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
前
者
に

あ
る
「
回
想
」
に
対
し
て
、
後
者
に
は
「
非
回
想
と
し
て
の
確
認
」
が
あ
り
、

或
い
は
「
過
去
に
あ
る
ア
の
事
態
」
に
対
し
て
、「
現
在
に
あ
る
コ
の
事
態
」

と
い
う
関
係
が
あ
る
。

　
こ
こ
で
の
「
騒
が
し
い
」
は
、
動
詞
文
の
「
騒
い
で
い
る
」
と
は
等
し
く
な

い
が
、
こ
の
ガ
形
容
詞
文
に
も
状
態
的
な
属
性
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
ハ
形
容
詞
文
が
意
味
す
る
性
質
と
い
う
捉
え
方
と
は

異
な
る
。
こ
こ
に
は
、
推
移
展
開
の
幅
の
非
常
に
小
さ
い
「
時
」
性
を
捉
え
る

こ
と
に
な
る
。
形
容
詞
の
具
有
す
る
本
来
の
意
味
で
あ
る
性
質
を
敢
え
て
使
う

な
ら
、「
瞬
間
性
質
」
と
で
も
形
容
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
そ
の
根
拠
と

し
て
は
時
所
的
限
定
で
あ
る
。

　
状
態
と
い
う
と
き
、
性
質
と
い
う
と
き
、
両
者
の
違
い
は
、
状
態
が
時
所
的

限
定
を
受
け
た
属
性
で
あ
る
の
に
対
し
、
性
質
は
時
所
的
限
定
が
解
除
さ
れ
た

超
時
恒
時
の
属
性
で
あ
る
。
文
「
犬
が
騒
が
し
か
っ
た
。」
の
述
語
「
形
容
詞

―
ア
ル
―
タ
形
」
が
「
ア
ノ
場
デ
」
性
と
一
体
と
し
て
の
文
末
形
式
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
文
「
犬
が
騒
が
し
い
。」
の
述
語
「
形
容
詞
―
φ
―
φ
形
」
は
「
眼

前
デ
」
即
ち
「
コ
ノ
場
デ
」
性
と
一
体
で
あ
る
こ
と
の
文
末
形
式
で
あ
る
。
文

の
意
味
は
対
照
関
係
的
に
抽
出
さ
れ
る
。
な
お
「
φ
」
を
以
て
、
形
式
の
存
在

と
内
容
表
示
零
の
関
係
を
設
定
し
た
。

　
典
型
的
な
形
容
詞
文
で
は
、
主
語
に
ハ
係
助
詞
が
承
接
し
、
そ
の
意
味
は
一

般
と
し
て
の
犬
で
あ
る
。
犬
ナ
ル
モ
ノ
、
ア
ラ
ユ
ル
犬
と
い
う
把
握
は
、
個
別

具
体
の
モ
ノ
を
点
検
乃
至
は
集
積
し
た
と
こ
ろ
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
具
体
の
次
元
を
超
え
観
念
の
域
に
転
換
し
た
。
典
型
の
形
容
詞
文
は

主
語
体
言
と
し
て
観
念
の
域
を
設
定
す
る
。
そ
し
て
述
語
用
言
の
形
容
詞
を
性

質
を
表
す
観
念
と
し
て
結
び
つ
け
る
。
典
型
の
形
容
詞
文
は
観
念
的
関
係
を
表

す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
時
所
的
限
定
は
な
い
。

　
な
お
、
右
の
こ
と
は
、
典
型
的
な
形
容
詞
文
の
主
語
と
し
て
は
個
物
が
登
場

し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
近
所
の
飼
犬
で
あ
る
ポ

チ
を
以
て
、
典
型
的
な
形
容
詞
文
の
主
語
と
す
る
こ
と
は
当
然
あ
る
。
ナ
ル
モ

ノ
、
ア
ラ
ユ
ル
と
い
う
抽
象
の
結
果
表
示
と
し
て
得
た
、
個
別
具
体
と
一
般
抽

象
の
関
係
を
、
そ
の
名
を
戴
い
て
い
る
に
該
当
す
る
、
或
い
は
そ
の
生
存
の
一

部
始
終
を
把
握
す
る
等
と
し
て
、
ポ
チ
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。「
ポ
チ
」

は
固
有
名
詞
で
あ
り
、「
犬
」
は
一
般
名
詞
で
あ
る
が
、
名
詞
自
体
が
何
ら
文

の
質
に
関
す
る
種
類
を
決
定
す
る
等
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
の
判
断
は
、

ガ
格
助
詞
と
ハ
係
助
詞
と
が
指
標
と
な
り
、
そ
の
こ
と
と
の
関
係
で
の
主
語
の

体
言
の
質
が
判
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
典
型
と
し
て
の
形
容
詞
述
語
文
は
、
述
語
が
形
容
詞
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

文
の
種
類
と
し
て
は
名
詞
文
に
編
入
さ
れ
る
。
そ
れ
は
形
式
に
よ
る
分
類
で
あ

る
が
、
根
拠
は
観
念
的
な
も
の
の
結
合
と
い
う
点
に
あ
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

「
斯
々
ナ
ル
モ
ノ
は
、
然
々
モ
ノ
デ
ア
ル
。」
と
い
う
意
味
分
析
に
採
用
し
た
形

式
は
、
二
体
言
が
相
関
す
る
姿
で
あ
り
、
名
詞
文
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

典
型
的
な
名
詞
文
に
も
時
所
的
限
定
は
な
い
。
品
定
め
文
（
判
断
文
）
で
あ
る
。

も
し
、
時
所
的
限
定
を
具
え
た
名
詞
述
語
の
文
（
体
言
文
）
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
形
容
詞
文
の
場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
文
の
質
の
転
換
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

体
言
文
を
課
題
と
す
べ
き
こ
と
に
関
し
て
は
、
第
一
節
で
明
ら
か
に
し
た
（
石

神
二
〇
〇
七
ａ
以
下
）。

　
以
上
の
検
討
か
ら
次
の
こ
と
を
得
る
。

　
形
容
詞
の
品
詞
分
類
の
追
究
の
一
環
と
し
て
仮
定
し
た
具
体
の
「
騒
の
犬
が

あ
る
。」
と
い
う
存
在
関
係
か
ら
展
開
さ
れ
た
前
者
の
「
犬
は
騒
が
し
い
。」
の

文
で
は
、「
犬
」
は
一
般
で
は
な
く
個
別
で
あ
る
。
ガ
ア
ル
を
纏
っ
た
主
語

「
犬
」
は
有
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
ハ
係
助
詞
を
承
接
し
構
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文
上
に
顕
現
し
た
の
で
あ
る
。

　
主
語
に
ガ
ア
ル
が
内
包
さ
れ
た
具
体
の
水
準
に
あ
る
ハ
形
容
詞
文
と
、
主
語

が
一
般
抽
象
を
内
容
と
す
る
典
型
の
ハ
形
容
詞
文
と
は
、
外
形
の
姿
は
同
じ
で

あ
る
が
、
内
容
的
に
直
ち
に
結
び
つ
く
と
は
考
え
難
い
。

　
具
体
の
水
準
に
あ
る
ハ
形
容
詞
文
は
、「
犬
」
と
し
て
存
在
関
係
が
設
定
さ

れ
、
言
う
な
ら
ば
、
発
言
者
と
聞
き
手
の
間
で
ソ
の
関
係
に
あ
る
と
し
て
、
承

認
済
み
の
〈
登
場
人
物
〉
と
し
て
文
に
現
れ
る
。
そ
れ
が
主
語
と
な
る
と
き
、

ガ
格
助
詞
の
承
接
で
は
な
く
、
ハ
係
助
詞
の
承
接
の
体
言
と
し
て
現
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
物
語
に
於
い
て
、
冒
頭
の
登
場
で
は
ガ
格
助
詞
の
表
示
の
〈
登
場

人
物
〉
が
、
物
語
の
展
開
を
担
う
文
に
於
い
て
は
ハ
係
助
詞
を
承
接
す
る
こ
と

に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
で
議
論
し
た
（
石
神
二
〇
一
一
）。

　
右
の
議
論
は
、
形
容
詞
文
が
外
形
的
に
同
じ
姿
を
し
て
い
て
も
、
判
断
の
内

実
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
森
重
が
、

「
は
」
は
観
念
性
の
判
断
に
使
う
が
、「
が
」
は
現
実
性
の
判
断
に
用
い

る
―
―
も
っ
と
厳
密
に
は
、「
は
」
は
観
念
性
の
判
断
に
も
現
実
性
の

判
断
に
も
用
い
る
が
、「
が
」
は
現
実
性
の
判
断
だ
け
に
し
か
使
わ
れ

な
い
（
森
重
一
九
七
一
、
七
五
頁
）

と
説
く
、
ハ
係
助
詞
に
よ
る
現
実
性
の
判
断
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
以
上
で
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
一
先
ず
終
了
す
る
。
未
だ
述
べ
尽
く
し
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
。
第
四
節
で
の
動
詞
と
形
容
詞
の
本
質
的
分
類
の
追
究
は
、
具

体
と
し
て
「
騒
の
犬
が
あ
る
。」
と
い
う
存
在
関
係
を
以
て
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
存
在
関
係
の
提
示
は
、
事
物
と
一
体
の
原
形
的
な
属
性
を
想
定
し
て

の
展
開
で
あ
る
。
そ
の
際
、
実
体
と
属
性
の
一
体
と
な
っ
た
存
在
体
を
、
動
詞

へ
の
分
化
の
場
合
、
形
容
詞
へ
の
分
化
の
場
合
を
通
し
て
、

 
（「
騒
」
の
「
犬
」）「
ガ
ア
ル
」

と
設
定
し
た
。（「
騒
」
の
「
犬
」）
と
い
う
表
記
は
、
結
果
と
し
て
存
在
関
係

「
騒
の
犬
が
あ
る
。」
と
い
う
文
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
体
と
し
て
存
在
体

が
あ
る
、
と
し
た
も
の
を
「
犬
」
を
優
先
的
に
抽
出
す
る
関
係
へ
と
進
め
具
体

と
な
る
も
の
と
し
て
扱
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
際
「
犬
の
騒

が
あ
る
。」
と
い
う
存
在
関
係
も
可
能
で
あ
っ
た
。
い
ま
飛
躍
し
て
述
べ
る
が
、

こ
こ
か
ら
「
犬
は
騒
ぐ
。」
と
い
う
ハ
動
詞
文
に
つ
い
て
、
第
四
節
の
ハ
形
容

詞
文
の
議
論
と
同
様
の
展
開
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
現
実
性
の
判
断
に
用
い
ら
れ
る
助
詞
ハ
は
、
形
容
詞
文
ば
か
り
で
は
な
く
動

詞
文
に
も
現
れ
る
。
ま
た
、
ハ
動
詞
文
は
観
念
性
の
判
断
の
も
の
も
あ
る
。
述

体
文
の
具
体
的
な
姿
を
単
独
の
文
と
し
て
で
は
な
く
、
連
文
的
な
文
章
と
い
う

構
造
に
於
い
て
追
究
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
今
後
更
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
既
に
述
べ
た
動
詞
文
と
形
容
詞
文
に
つ
い
て
、
要
約
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に

な
る
。

　
典
型
的
な
動
詞
文
は
、
ガ
動
詞
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
話
者
が
個
別
具
体
の

事
態
に
つ
い
て
、
話
者
自
ら
と
の
位
置
関
係
性
を
指
示
し
て
述
べ
る
。
物
語
り

文
と
し
て
現
実
性
の
判
断
を
担
う
。
な
お
、
ハ
動
詞
文
に
つ
い
て
は
先
に
些
か

述
べ
た
が
更
に
検
討
を
要
す
る
。

　
典
型
的
な
形
容
詞
文
は
、
ハ
形
容
詞
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
事
物
の
一
般
的
な

性
質
を
説
く
。
品
定
め
文
と
し
て
観
念
性
の
判
断
を
担
う
。
そ
の
同
じ
姿
を
以

て
、
場
面
と
関
係
付
け
ら
れ
た
対
象
を
個
別
的
に
物
語
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ



151 述体に於ける動詞文と形容詞文

は
現
実
性
の
判
断
で
あ
る
。
即
ち
、
外
形
的
に
同
一
の
ハ
形
容
詞
文
が
二
種
類

の
文
の
質
を
示
す
。
ま
た
、
ガ
形
容
詞
文
は
臨
時
の
動
詞
文
で
あ
る
。

〈
注
〉

１
　
佐
久
間
（
佐
久
間
一
九
四
一
）
は
、
言
語
の
機
能
を
「
表
出
」「
う
っ
た

え
」「
演
述
」
の
三
種
類
と
す
る
。
そ
し
て
、「
事
が
ら
に
つ
い
て
述
べ
る
と

い
う
は
た
ら
き
、
演
述
機
能
を
荷
ふ
も
の
は
、『
い
い
た
て
』
の
文
で
す

（
同
一
五
一
頁
）。」
と
し
、
言
語
学
の
研
究
成
果
と
の
関
連
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
が
た
り
文
―
「
動
詞
文
」

　
　
　
い
い
た
て
文
 
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
さ
だ
め
文
―
「
名
詞
文
」

と
表
示
し
、「
物
語
り
文
と
い
ふ
方
は
、
事
件
の
成
行
を
述
べ
る
と
い
ふ
役

目
に
応
じ
る
も
の
で
、
品
さ
だ
め
文
の
方
は
物
事
の
性
質
や
状
態
を
述
べ
た

り
、
判
断
を
い
ひ
あ
ら
は
し
た
り
す
る
と
い
ふ
役
割
を
あ
て
が
は
れ
る
も
の

で
す
。」
と
説
く
（
同
一
五
三
頁
）。

　
三
上
章
（
三
上
一
九
五
三
）
は
、
佐
久
間
の
説
く
「
い
い
た
て
文
」
を
、

「
言
い
た
て
文
」
と
表
記
し
、
言
い
た
て
文
（
平
叙
文
）
の
分
類
の
祖
述
を

掲
げ
る
（
同
四
〇
頁
）。

　
　
　
一
、
物
語
り
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
、
性
状
規
定

　
　
　
二
、
品
定
め
文
 
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
、
判
断
措
定

倹検倦検健
倹検倦検健

　
更
に
、
右
も
の
は
内
容
本
位
の
命
名
で
あ
る
と
し
て
、
形
式
本
位
の
名
称
に

戻
し
た
も
の
、

　
　
　
一
、
動
詞
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
、
形
容
詞
文

　
　
　
二
、
名
詞
文
 
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
、
準
詞
文

を
掲
げ
、「
動
詞
文
対
名
詞
文
は
西
洋
の
言
語
学
で
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
言
語

process

学
で
言
い
出
し
た
区
別
で
あ
る
。
動
詞
文
は
事
象
の
経
過
（
       ）
を
表

quality

し
、
名
詞
文
は
事
物
の
性
質
（
       ）
を
表
す
。」
と
説
く
（
同
四
一
頁
）。

な
お
「
準
詞
」
と
は
、
先
行
の
語
句
を
直
ち
に
受
け
て
全
体
を
あ
た
か
も
一
つ

の
品
詞
の
よ
う
に
す
る
も
の
（
同
二
六
頁
）
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
名
詞
に
承
接

す
る
「
ダ
」「
デ
ス
」
を
指
す
。

　
三
尾
砂
（
三
尾
一
九
四
八
）
は
、
文
の
分
類
に
関
し
て
「
文
の
在
る
あ
り
の

ま
ま
の
具
体
的
な
す
が
た
は
場
に
お
い
て
在
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
を
場
の

中
に
置
い
た
ま
ま
で
文
と
場
と
の
関
係
の
し
か
た
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。」（
同

八
〇
頁
）
と
の
立
場
か
ら
、
次
の
四
つ
の
文
類
型
を
導
く
（
同
八
一
頁
以
下
）。

（
一
）
場
の
文
・
・
・
・
・
・
・
・
・
現
象
文

（
二
）
場
を
ふ
く
む
文
・
・
・
・
・
・
判
断
文

（
三
）
場
を
指
向
す
る
文
・
・
・
・
未
展
開
文

（
四
）
場
と
相
補
う
文
・
・
・
・
・
・
分
節
文

右
の
も
の
の
中
で
、
現
象
文
が
物
語
文
に
、
判
断
文
が
品
定
め
文
に
相
当
す
る
。

な
お
、
三
尾
は
場
を
「
あ
る
し
ゅ
ん
か
ん
に
お
い
て
、
言
語
行
動
に
な
ん
ら
か

倹検倦検健
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の
影
響
を
あ
た
え
る
条
件
の
総
体
を
、
そ
の
し
ゅ
ん
か
ん
の
話
の
場
と
い
う
。」

と
規
定
す
る
（
同
二
七
頁
）。

２
　
陳
述
論
争
の
収
斂
さ
れ
た
方
向
を
妥
当
な
も
の
と
せ
ず
、
山
田
文
法
の
本

質
を
批
判
的
に
継
承
し
、
判
断
と
の
対
応
関
係
か
ら
文
の
基
本
形
式
を
、
主

語
と
述
語
の
相
関
と
捉
え
る
代
表
的
な
研
究
は
、
森
重
敏
（
森
重
一
九
五
九
、

同
一
九
六
五
、
同
一
九
七
一
）
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
判
断
の
構
造
に
直
接
対
応
す
る
文
を
「
形
容
詞
文
」
と
称
す
る
こ

と
で
文
の
論
理
を
追
究
す
る
も
の
に
川
端
善
明
の
研
究
が
あ
る
（
川
端
一
九

五
八
、
同
一
九
六
六
、
同
二
〇
〇
四
）。

３
　
山
田
文
法
で
は
、
形
容
詞
と
動
詞
の
本
質
的
な
区
別
の
研
究
は
『
日
本
文

法
論
』
に
発
す
る
。
山
田
は
、『
日
本
文
法
学
概
論
』
の
第
十
章
　
用
言
概

説
に
於
い
て
、
形
容
詞
と
動
詞
の
区
別
の
研
究
を
確
定
的
に
説
く
。
そ
れ
は

『
日
本
文
法
講
義
』
の
第
八
章
　
形
容
詞
、
第
九
章
　
動
詞
概
説
の
冒
頭
部

（
第
七
五
項
、
第
八
四
項
）
に
あ
る
文
言
の
再
掲
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
再
掲
部
分
は
『
講
義
』
か
ら
直
接
引
用
し
た
。

七
五
　
形
容
詞
と
は
静
止
的
、
固
定
的
に
時
間
に
関
す
る
こ
と
な
く
心

内
に
畫
か
れ
た
る
事
物
の
性
質
状
態
を
説
明
す
る
用
言
な
り
（
山
田
一

九
二
二
、
八
二
頁
）．

八
四
　
動
詞
と
は
事
物
の
性
質
状
態
が
推
移
的
発
作
的
の
概
念
と
し
て

意
識
内
に
描
か
れ
た
る
も
の
を
あ
ら
は
す
用
言
な
り
（
同
、
八
九
頁
）。

 

右
に
続
け
て
山
田
は
、

と
い
ふ
説
明
を
下
し
た
る
が
、
こ
の
「
心
内
に
描
か
れ
た
る
」「
意
識

内
に
描
か
れ
た
る
」
と
い
ふ
は
同
意
義
に
し
て
そ
れ
が
主
観
的
の
思
ひ

な
し
の
差
違
に
基
づ
く
も
の
な
り
と
す
。
而
し
て
著
者
は
こ
れ
が
不
滅

の
真
理
な
る
こ
と
を
確
信
す
る
も
の
な
り
。（
山
田
一
九
三
六
、
一
九

八
頁
）。

と
説
く
。
超
時
間
性
の
属
性
表
現
と
し
て
の
形
容
詞
、
時
間
性
の
属
性
表
現
と

し
て
の
動
詞
、
と
い
う
分
類
原
理
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
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